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１．はじめに

流動化処理土のせん断特性は、主としてセメンテーション、密度、土被り圧によるところが多いと考えら

れる。このうちセメンテーションが圧倒的に大きなファクターとなるが、長期的な処理土の性状を考える場

合、密度と土被り圧の関係も重要になる。そこで処理土のセメンテーション効果を一定にして、３種類の密

度についてＣＵ三軸圧縮試験をおこない、処理土のせん断特性を調べた。本報告では実験結果のうち密度の

比較的小さい処理土の有効応力経路について報告する。

２．実験方法

≪配合≫

作成した供試体の材料性状と配合設計を表－1に示す。処理土の密度は 1.3ｇ/cm3、または間隙比 4.11で、
目標一軸圧縮強さ（２８日）は 250kPaとした。まだ固まらない処理土の密度は小数点３桁目まで精度を管
理した。また処理土はデシケータに入れ真空圧を加え、十分に脱気した。モールドに整形した段階で密度が

バラツク供試体は破棄した。

≪試験条件≫

三軸試験で拘束圧を増加させると、ある荷重段階以降、処理土は圧密する。圧密前の処理土はセメンテー

ションの影響が大きく、有効拘束圧の効果がほとんど認められない１）。そこで有効拘束圧は圧密降伏応力を

越えるものに設定した。バックプレッシャーは 200kPaとし、三軸圧縮試験はＣＵ条件で間隙水圧を測定し
た。

≪試験方法１≫

同一密度の供試体に２種類の有効拘束圧を設定し、せん断試験

を行った。応力載荷過程を図－１に示す。No.1 の試料は拘束圧
500kPa（有効拘束圧 300kPa）を載荷して圧密した（150 分）。
体積変化の進行が停止した状態を確認してＣＵ条件でせん断試験

を実施した。

No.2の供試体は拘束圧 550kPa（有効拘束圧 350kPa）を載荷
して圧密した（150分）。圧密後、拘束圧を除荷して供試体体積の
スウェリングを観測した。除荷は供試体体積が No.1 の体積と等
しくなるまで続けた（有効拘束圧 150kPa）。No.2の供試体は No.1
のものと同一密度となり、その有効拘束圧は異なる。このとき供

試体は No.1が正規圧密、No.2が過圧密状態（約ＯＣＲ２）とな
る。

≪試験方法２≫

異方性圧密を行い、同一密度に対して２つの有効拘束圧を得る方法が紹介されている２）。載荷過程を図-2
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密度 設計強度

g/cm3 qu(kpa) 泥水 砂 セメント

ｾﾒﾝﾄNPC

250 山砂：千葉県君津産　ρs=2.677 ω=12.7

泥水：沖積粘土　ρs=2.693  ωn=104.1

材料性状泥水比重

4.11 1.30

処理土の重量 (g)
間隙比

55.2

表－１　処理土の材料性状と配合設計

1.14 994.6 250.5
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隙

比 

有効圧密応力 
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No.2  
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図－１ 等方圧密 CU 試験応力載荷過程 



に示す。両者とも圧密はＫ０状態とし、その

圧密載荷方法は論文２）を参考にした。有効圧

密応力は 300kPaに設定した。No.1の供試体
は異方性圧密終了後（σ '

1=450kPa、σ
'
3=225kPa）、ＣＵ条件でせん断試験を行った。
No.2は異方性圧密終了後、非排水状態で拘束
圧と軸圧を解放した。本実験では間隙水圧が

ゼロになるまで除荷して、有効拘束圧

218kPa が得られた。間隙水圧の安定を確認
してＣＵ条件でせん断試験を行った。

３．試験結果

供試体の圧密開始前にＢ値をバックプレッ

シャー50kPaで求めた。結果、全ての供試体で９０％以上が確認された。
試験方法１の有効応力経路の結果を図－３に示す。No.1の供試体はプラスの間隙水圧が発生し、一般に正

規圧密粘性土が示す有効応力経路を辿り破壊に至った。図中、有効応力経路の立ち上がりに若干、右側への

膨れが見られる。No.2の供試体は、ゼロまたは若干マイナスの間隙水圧が発生し、一般に低い過圧密比の粘
性土が示す有効応力経路を辿り破壊に至った。両者はほぼ同じ最大偏差応力を示し，その位置は同じ平均有

効圧縮応力となった。破壊後は、両者ともプラスの間隙水圧が発生し偏差応力は減少した。

異方性圧密のせん断試験結果は、最大偏差応力の値、破壊点の一致、間隙水圧の発生パターン等、等方圧

密のものと類似した（図－4）。ただし破壊時の平均有効圧縮応力は 50kPa程度大きい。

４．おわりに

等方性および異方性の両方とも、２つの有効拘束圧に対する破壊点は、ほぼ一致した。また破壊後、間隙

水圧はプラスとなり偏差応力は減少した。全ての試験後、せん断破壊面の角度を計測し、平均約６０°を得

た。参考のためφ=３０°の線を図中に示した。一般の正規圧密粘性土が参考線の付近で破壊するのに対し
て処理土は参考点の上に位置した。
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図－２ 異方性圧密非排水試験の載荷過程 

図－４　異方性圧密ＣＵ試験の有効応力経路
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図－３　等方性圧密ＣＵ試験の有効効力経路
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